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　　　　1．データベースの概要
　　　　1）日本語学習者が書いた日本語作文（400字～800字程度）
　　　　2）1）を執筆者自身が自分の母語（あるいは最も楽に文章が書ける言語）に翻訳した
　　　　　もの
　　　　3）1）の一部に，日本語教師（日本語を母語とする教師と，学習者と同じ母語をもつ
　　　　　教師の両方を含む）が添削をほどこしたもの
　　　　4）執筆者・添削者の言語歴情報
　　　　　以上4種類のデータを大量に集め，電子化した上で，簡便な検索が可能になるよう
　　　　にhtmlによるインデックスを付したもの．2001年3月にCD・ROMの形式で正式公
　　　　開．
　　　　　データ収集国ごとに検索用のインデックスをh七m1で作成．インデックスから各フ
）　　　アイルにリンクがはってあり，クリックによって任意のファイルを呼び出すことがで
　　　　きる．
　　　　h七mlによるインデックス例（韓国語母語話者データ検索用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Index：Korea　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lllls．Sl．！bl．19P．Plltt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　睡薩驚鷹騰獅琴警噸躍鵬醗糠購蕪羅醐鱒
　　　　ξ⇒㎞∴声輌竃盤葺ド……ド’一三“ト…≡－1…H；………「’“一
　　　　躍⊂二⊆ご擁ぎ己1ご：kW「「i「王＝1「
　　　　己に二⊆＝‖畷．声ご二幽「・　＿「∵．．「
　　　　1・rl6・　iK・・een；⌒←鎚彊・ご毛⌒←1巳∵3　　1㍉　　・　　ド　ー
　　　　lkfO・ふ皐…“輌搬wl…ご…乍∴∵“三∵…）　：
　　　　1竺已三二㎏1｝≡趨鐘ご陣ご≧竺ゼ已二亘ニミこニド：二
　　　　1・皿・ikam…遮ぽ蛭辰麺三…「畿鍍⊆叉　　「
　　　　紳・P∴ヂご1ご畦鎧」魎．輌ご兵麓…］懸］←¶懸1醗三
　　　　劉：：；：遮違1盤遮塞鎧二塑塁豊⊥圭⊃
　　　　締1已　⊆三鑑鑓鐸・tu　pa…11・mp・　　P　・　　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー12一
2．データ収集国・データ数
　日本を含むアジア10か国（インド・ヴェトナム・韓国・カンボジア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・モンゴル・日本）の日本語教育機関に協力を依頼し，日
本語学習者の作文のべ1，000名分を収集．また比較のため，日本語母語話者の同課題
による作文も収録．
3．データ形式
　データ使用者の便を考え，データによっては同一種類のものを複数のファイル形式
で保存したものもある．
　　1）日本語作文（テクストファイル／pdf／画像（jpg）ファイル）
　　2）母語訳（テクストファイル／pdf）
　　3）執筆者情報（テクストファイル）
　　4）日本語作文添削（jpgファイル）
　　5）添削者情報（テクストファイル）
　添削情報は，現ヴァージョンでは手書きのものをスキャナで画像として入力したも
のが収録されているが，現在XMLをもちいて添削情報も検索可能な形で電子化する
方法の開発も進行中（7．2節参照）．
4．作文課題
課題1：　できごとを時間順に叙述する作文　「あなたの国の行事について」
課題2：　自分の意見を論理的に述べる作文　「たばこについてのあなたの意見」
以上2課題から，学生自身，または教師が課題を選択
5．データベースの効能
　　1）日本語学習者による作文が大量に収録されていることで，誤用分析・中間言語
　　　研究のための基本データベースとして使用可能
　　2）日本語と母語等が対訳の形で示されていることで，対照言語学的研究に使用可
　　　能
　　3）日本語作文とその母語等への訳を比較することで，母語干渉研究が可能
　　4）短文でなく，まとまった分量の文章が収録されていることで，論理展開・文章
　　　構成に関する研究が可能
　　5）多数の日本語教師による添削が収録されていることで，日本語学習者に対する
　　　作文添削の方法論についての研究が可能
　　6）作文の評価や効果的作文指導法に関する研究が可能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一
　など．
6．データベース応用例
タイ語母語話者による日本語作文例
（1）　　しかし、私はたばこを吸うの初めはやめられないまで、まやくをも
　　　　っと強くするようになってとうとう死んでしまったと思います。
　　　　（thO53i）
本人による母語（タイ語）訳と，その逐語訳　　、
（2）　　　tεε　　chan　khit　waa　　　kaan　room　suup　burii
　　　　しかし　私　思う　～と　　こと　始める吸う　たばこ
　　　　ca　　tham　hay　seep　saan　seep　tit　thii　runrεεO　maak　khuln
　　　　（未来）させる　　　中毒する　　　　強く　　多い　さらに
　　　　gOp　　may　saamaat　lgok　　day　　lεεw
　　　　～まで（否定）できる　やめる　できる　（完了）
　　　　nay　thii　sut　ko　　sia　　chiiwit2
　　　　　　結局　　　　失う　生命
タイ語から日本語への再翻訳
（3）　　しかし，いったんたばこを吸い始めると中毒はだんだんひどくなり，ついに
　　　　はやめられなくなって結局命を失うことになると私は思う．
タイ語“con”は，日本語「まで」と同様，動作・状態の到達点をあらわす．日本語教育
でもタイ語教育でも，少なくとも初歩の段階では“con”＝「まで」と教えられることが
多いが，（2）の状況を「まで」を使って表現しようとするとうまくいかない．
（4）　　？？しかし，たばこを吸い始めることは，やめることができなくなるまでだん
　　　　だんひどく中毒させ，結局命を失うことになると私は思う．
1本データベースで用いられている執筆者ID番号である．最初の2文字がデータ収
集国，その後の3文字が収集国内での執筆者番号を示す．以下同じ．
2声調表示は省略．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－14一
（4）は日本語として「誤り」とはいえない．しかしこの文脈では，（3）のように「っいに
は」「とうとう」のような副詞的表現を用いた方がよい．→なぜ「まで」ではやや不自
然？
日本語「まで」のもっ含意
　　　　　「到達点」が一種の「完成点・最終点」としてあらかじめ想定されており，
　　　　その完成点に達した時点において行為や状態が「少なくともいったんは終了」
　　　　する
（5）　　彼は酔っぱらうまで飲んだ
（5）には「酔うことを目的として飲んだ」，または「酔っぱらった時点で飲むのをやめ
た」という含意が感じられる．
（6）　　どうしてこんなにひどくなるまで放っておいたの？
（6）の場合，この場合，このまま放置をしつづければ今後もさらにひどくなる可能性が
あり，到達点以降で行為や状態が完全に終了するとは言えない．しかし話し手自身は
「現在よりひどくなるというようなことはあってはならない」と考えており，その意
味で現状を一種の「最終状態」と想定していることになる．
喫煙とたばこ中毒との関係はどうか…たばこ中毒は，たばこがやめられなくなって時
点で終了するわけではない．その後もさらに進行する．
→この状況と「まで」のもつ含意とは合致しない．したがってやや不自然になる．
タイ語“con”，（2）の文脈でも使用可能…タイ語の“con3”には，「完成点・最終点」とい
う含意はない．
（5’）　　khaw　du皿m　con　maw
　　　　かれ　飲む　’まで　酔う
3Kessakul　and　Methapisit（2000）はconをtransition　markerと呼び，以下のような
定義を与えている．　“asyntac七ic　en七ity　used　to　deno七e　a　certain　amoun七〇f　time
needed　for　all　action　in　Vl　to　progress　before　going　into七he　endpoillt　of　state
signified　by　a　result　verb　in　V．g”．つまり，第1動詞であらわされる行為が，第2動
詞のあらわす状態へとfある時間をかけて推移する」というところにこの語の本質が
あるというとらえ方である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15一
（5’）では，酔っぱらった時点で飲むのをやめることもありうるし，やめないこともあり
うる．
日本語「まで」とタイ語“con”の違い
　　　　　　　　　　　　　　　まで（最終到達点）
　　　一一一一一一一一一同　少なくともいったんは終了
　　　　　　　　　　　　　　　con（とりあえずの到達点）
　　　一一一一一一一一一レトー一一一一芦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継続も可，終了も可
→タイ語母語話者の書いた不自然表現をもとに，なぜそのような表現が生まれたのか，
日本語としてなぜそれが不自然なのかを考察することで，日本語・タイ語それぞれにつ
いてより深く分析するための手がかりとなる．
7．今後の発展
7．　1　欧米言語を対象とする対訳データベースの作成
本年度からデータ収集開始．2003年度試作版公開の予定
英語・フランス語・ドイツ語・スペイン語・ポルトガル語等のデータを収集の予定．
7．2　添削情報電子化システムの開発
「削除」「挿入」「置き換え」などの添削情報を，XMLのタグによってテクスト中に
埋め込む．それぞれのタグで挟まれた部分の表示方法を「スタイルファイル」によっ
て定義しておけば，タグの付与されたテクストをブラウザで読み込むことで，コンピ
ュータの画面上でも手書きでの添削結果に似た形で表示させることができる．
タグ挿入例：
　私は走って学校へ行きました〈del＞です〈／del＞。
意味：
タグ＜de1＞と＜1de1＞で挟まれた部分を削除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
ブラウザ上での表示：
　　
「置き換え」をあらわすタグに3種類のものを設定し，添削における添削者の「態度」
を表示できるようにする．
1）rep（replace）タグ
書式：〈rep　value＝”置き換え後の文字列”〉置き換え前の文字列〈／rep＞
「日本語として明らかな誤用であるため，直すべきだ」ということを表示するために
使用
2）betterタグ
書式：〈better　value＝”より良い表現”〉元々の表現〈／better＞
「日本語として誤りとはいえないが，’より適切な表現が存在する」ことを表示するた
めに使用
3）doubtタグ
書式：〈doubt　value＝”暫定的訂正表現”〉執筆意図不明の表現〈／doubt＞
「執筆意図が必ずしもよくわからないが，こういうふうに直せばいいのではないか」
と，疑いながら添削をおこなうときに使用
タグに対して検索をかけることで，添削者の「添削態度」（ある表現を明らかな誤用と
認めるか，そうでないか，など）．について調査することが可能になる．
→より効果的な作文添削方法に関する調査研究へ．
「誤用」とは何か？
学習者の発達段階に応じて，何をどこまで訂正するのが効果的か？
日本語教師としての経験年数によって，添削のやり方にどのような変化が生じるか？
現在，「日本語学習者による日本語作文と，その母語訳との対訳データベースver．2」
に収録されている添削付作文は，すべてこの方式によるタグ付け作業完了．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－17一
7．3　音声による対照言語データベースの開発
現在作成準備中．
概要：
日本語学習者にあるタスクを与え，それに基づいてまず日本語で発話をしてもらい，
その後同じタスクに基づいて，母語でも発話をしてもらう．発話を録音・文字化し，
音声データとテクストデータとの間にリンクをはる．
収集予定のデータ：
　　　　　　自由度低　　　　　　　自由度中　　　　　　　自由度高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．テーマに基づく自由
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な意見陳述
G　　　　　　　’　　　　　（意見陳述ttおける各
↓A臓　　　　　　　　㍍㌫一’論理構
　　　（音声面での対照研究　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　B．ひとりの発話内容をD．インフォーマント2人ダのための基礎資料としあらかじめ固定したダによる，。一ルカードに
チて）　　　　イア・一グ　　　基づく・一ルプレイ
ロ　　　　　　　　　　　　（文法・語彙使用などに　（ある場面におけるコ
↓　　　　　　おける用例の収集）　ミュニケーシ・ンそ〒動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例の収集）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇佐美（2001）p．43
目的・効能：
1）日本語と学習者の母語X語について，音声面での基礎データの収集が可能
2）日本語学習者による日本語発話における，話し言葉での誤用・不自然表現の実例の
収集が可能
3）「作文対訳データベース」との対照により，音声面での中間言語と文章面での中間
言語との対照が可能
4）　「音声による伝達」に関するさまざまなストラテジーの実例収集が可能
5）特にロールプレイでは，学習者に「日本人役」を演じてもらうことで，「日本人の
コミュニケーションストラテジーが，学習者にはどのようなものとして受け取られて
いるか」ということについて知る手がかりが得られる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－18一
今後の作業予定：
02・03年度　　データベース構築のための予備研究
04－05年度　　　データベース試作版作成
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「日本語学習者のための日本語作文と，その母語訳との対訳データベースver．2」に
ついては，以下のURLからデータの一部をご覧になれます．
htt：〃www2．kokken．　o．’／～smudr／ublic／sakubun／index．htm
またこのデータベースを収めたCD・ROMは，研究・教育目的のために使っていただ
ける方には無料で配布しております．CD－ROMの申し込み方法についても，上記
URLに記載してあります．
さらに，このデータベースの試用版（ver．・1，2000年8月公開）に基づく諸研究を収
めた報告書『日本語教育のためのアジア諸言語の対訳作文データの収集とコーパスの
構築』（平成11・12年度科学研究費補助金基盤研究（B）（2）研究成果報告書）も，上記
URLからダウンロードできるようになっています．ただしこれらの論文を読むには，
アドビ社の無料ソフトウェア「アクロバットリーダー」ver．4以上が必要です．
　　　　　　　　　　　　　　　　　－19一
